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〇
七
年
国
労
東
京
新
春
旗
開
き
が
一
月
五
日
、
芝
・

弥
生
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

笹
原
書
記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
阿
部
委
員
長
が
主

催
者
挨
拶
を
行
っ
た
。
来
賓
と
し
て
東
京
交
運
労
協
・

岡
住
議
長
、
東
京
地
評
・
堤
議
長
、
東
京
全
労
協
・
諸

隈
事
務
局
長
、
中
央
共
闘
・
中
里
議
長
、
国
労
弁
護

団
・
鴨
田
弁
護
士
、
民
主
党
・
名
取
都
議
、
社
民
党
都

連
合
・
中
川
代
表
、
共
産
党
都
委
員
会
・
田
村
さ
ん
、

公
明
党
・
石
井
都
議
か
ら
激
励
を
受
け
た
。

上
部
機
関
を
代
表
し
て
中
央
本
部
・
佐
藤
勝
雄
委
員

長
か
ら
新
年
の
挨
拶
と
今
年
に
か
け
る
決
意
が
披
歴
さ

れ
た
。
乾
杯
は
東
日
本
本
部
の
伊
藤
秀
樹
委
員
長
が
行

い
歓
談
に
移
っ
た
。

第
二
部
は
宮
�
教
宣
部
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
共
闘

関
係
の
挨
拶
、
国
労
東
京
議
員
団
の
挨
拶
、
支
部
代
表

挨
拶
、
東
京
闘
争
団
を
代
表
し
て
の
挨
拶
、
濱
中
副
委

員
長
の
閉
会
挨
拶
の
後
、
阿
部
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
終
了
し
た
。

今
年
は
Ｊ
Ｒ
発
足
後
二
〇
年
が
経
過
し
、
新
た
な
二

〇
年
に
向
け
て
、
昨
年
末
の
包
括
和
解
・
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
七

次
勧
告
・
連
続
し
た
組
織
拡
大
を
テ
コ
に
す
る
と
い
う

意
思
統
一
が
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
笹
原
書
記
長
が
「
地
方
本
部
か
ら
の

提
起
」
を
行
い
、
辻
井
（
神
奈
川
）
・
高
橋
（
神

奈
川
）
・
安
濃
（
新
橋
）
・
田
所
（
大
井
工
場
）

各
分
会
長
か
ら
の
質
疑
を
受
け
、
「
バ
ッ
ジ
を
包

括
和
解
に
入
れ
る
事
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
が
少

な
か
っ
た
。
昇
進
試
験
も
合
格
者
が
ま
だ
あ
ま
り

多
く
な
く
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も
あ
り
、
受
験
回
数

も
反
映
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
あ
る
が
、
二
〇
年
間

の
差
別
を
解
消
す
る
た
め
、
全
体
の
底
上
げ
の
た

め
に
決
断
し
た
。
二
〇
年
目
で
初
め
て
変
化
が
出

て
き
た
。
こ
の
流
れ
を
何
と
し
て
も
大
き
な
も
の

と
し
た
い
」
と
の
集
約
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
東
京
闘
争
団
・
松
本
繁
崇
副
団
長
の

吉
田
書
記
長
か
ら
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
に
関
わ
る
情

勢
報
告
を
受
け
た
。

続
い
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
部
長
の

和
田
茂
氏
か
ら「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
七
次
勧
告
に
つ
い
て
」

講
演
を
い
た
だ
い
た
。
和
田
氏
は
「
昨
年
一
一
月

一
五
日
に
出
さ
れ
た
第
七
次
勧
告
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が

直
接
関
係
者
を
回
っ
て
調
査
し
た
結
果
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
労
働
側
の
た
め
に
動
い
て
も
い
い
と
も

言
っ
て
い
る
。
ど
う
い
う
形
に
な
る
か
は
判
ら
な

い
が
、
か
つ
て
Ｉ
Ｌ
Ｏ
特
別
調
査
団
と
い
う
例
も

あ
っ
た
。
こ
の
勧
告
を
活
用
し
て
政
府
に
解
決
を

迫
ろ
う
」
と
語
っ
た
。

国
労
弁
護
団
の
岡
田
尚
弁
護
士
か
ら
は
、
「
包

括
和
解
と
新
た
な
訴
訟
に
つ
い
て
」
報
告
を
受
け

た
。
岡
田
弁
護
士
は
「
和
解
は
事
件
の
終
わ
り
で

は
あ
る
が
、
闘
い
の
始
ま
り
で
あ
る
。
和
解
を
生

か
す
も
殺
す
も
、
こ
れ
か
ら
の
闘
い
に
よ
っ
て
決

ま
る
」
と
述
べ
、
更
に
「
分
割
民
営
化
か
ら
二
〇

年
た
ち
、
分
割
民
営
化
と
は
何
だ
っ
た
の
か
と
問

わ
れ
始
め
て
い
る
。
今
の
政
治
は
あ
る
意
味
判
り

や
す
い
の
で
、
闘
い
も
創
り
や
す
い
」
な
ど
、
今

後
の
闘
い
へ
の
指
針
を
提
起
さ
れ
た
。

国
労
東
京
全
分
会
長
会
議
が
、
一
月
二
四
日
交

通
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
濱
中
副
委
員
長

の
司
会
・
座
長
で
始
ま
り
、
阿
部
委
員
長
か
ら

「
包
括
和
解
成
立
後
毎
月
組
織
拡
大
し
て
い
る
。

『
国
労
で
試
験
に
合
格
し
よ
う
』
か
ら
『
国
労
で

輝
こ
う
』
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
一
歩
進
め
た
。
自
信

を
持
っ
て
国
労
加
入
を
呼
び
か
け
よ
う
。
不
採
用

事
件
も
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
七
次
勧
告
や
自
治
体
意
見
書
が

続
々
採
択
さ
れ
て
い
る
。
国
労
東
京
が
全
国
の
先

頭
に
立
と
う
」
と
の
挨
拶
を
受
け
、
次
に
本
部
・

横
浜
駅
の
四
七
歳
の
営
業
主
任
が
、「
国
労
横

浜
駅
分
会
の
仲
間
は
明
る
い
し
、
何
で
も
話
せ

る
。
東
労
組
の
雰
囲
気
と
は
大
違
い
」
と
、
〇

七
年
一
月
一
日
付
け
で
国
労
に
加
入
し
た
。

内
部
抗
争
に
明
け
暮
れ
る
東
労
組
に
未
来
は

な
い
。
仲
間
を
大
切
に
す
る
国
労
に
加
入
し
、

共
に
労
働
条
件
を
改
善
し
よ
う
！

地
方
議
会
で
の
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
自
治
体
決
議

に
つ
い
て
、
既
報
で
東
京
都
議
会
（
一
〇
・

五
）
・
新
宿
区
議
会
（
一
〇
・
一
三
）
・
文
京
区

議
会
（
一
〇
・
一
七
）
決
議
を
お
知
ら
せ
し
た
が
、

そ
の
後
次
々
と
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

昨
年
暮
れ
、
世
田
谷
区
議
会
（
一
一
・
二
〇
）、

目
黒
区
議
会
（
一
一
・
三
〇
）
、
渋
谷
区
議
会

（
一
二
・
六
）
、
港
区
議
会
（
一
二
・
八
）
、
大
田

決
意
表
明
を
受
け
、
阿
部
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

区
議
会
（
一
二
・
八
）
、
日
野
市
議
会
（
一
二
・

一
九
）、
あ
き
る
野
市
議
会
（
一
二
・
二
〇
）、
町

田
市
議
会
（
一
二
・
二
二
）
、
三
鷹
市
議
会
（
一

二
・
二
二
）
と
合
計
九
の
自
治
体
か
ら
要
望
書
や

意
見
書
が
出
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
七
次
勧
告
（
昨

年
一
一
月
一
五
日
）
を
生
か
し
た
政
府
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

地
方
自
治
法
第
九
九
条
は
「
地
方
公
共
団
体
の

公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ
き
、
意
見
書
を
関
係
政

庁
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
規
定
を

定
め
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
基
づ
き
、
最
高
裁
判

決
後
も
全
国
一
六
七
市
町
村
議
会
で
「
政
府
が
責

任
を
も
っ
て
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
を
は

か
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
」
が
、
内
閣
総
理
大
臣

と
国
土
交
通
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
宛
に
提
出

さ
れ
て
い
る
。

採
択
さ
れ
た
意
見
書
は
、
こ
れ
ま
で
に
一
七
都

道
府
県
議
会
を
は
じ
め
全
国
六
八
四
地
方
議
会
、

の
べ
一
〇
三
二
本
（
二
〇
〇
七
年
一
月
一
七
日
現

在
）
に
の
ぼ
る
。
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為
が
存
在
し
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
事
件
が
当

時
の
国
鉄
当
局
に
よ
り
で
っ
ち
上
げ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
暴

力
行
為
を
理
由
に
懲
戒
免
職
と
な
っ
た
五
名
の

組
合
員
に
対
す
る
民
事
裁
判
で
も
、
一
審
・
二

審
の
い
ず
れ
も
懲
戒
免
職
処
分
無
効
と
判
断
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
五
名
は
〇
四
年
二
月
、

鉄
道
運
輸
機
構
に
懲
戒
免
職
処
分
が
違
法
・
無

効
で
あ
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
、
定
年
退
職
の
一

名
を
除
き
職
場
復
帰
を
し
て
い
る
。

同
じ
事
件
を
理
由
に
、
懲
戒
免
職
処
分
を
受

け
た
も
の
が
権
利
を
回
復
し
職
場
復
帰
を
果
た

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
停
職
処
分
に
と

快
晴
に
恵
ま
れ
た
絶
好
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
一

月
一
三
日
第
二
八
回
国
労
東

京
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
皇

居
桜
田
門
で
開
催
さ
れ
た
。

天
候
の
せ
い
か
、
申
し
込

み
参
加
者
よ
り
多
い
六
五
名

が
参
加
し
て
の
大
会
と
な
っ

た
。結

果
は
二
周
で
神
奈
川
地

区
本
部
の
長
谷
川
選
手
・
吉

田
選
手
が
ワ
ン
ツ
ー
を
占

め
、
三
位
に
新
幹
線
の
加
賀

選
手
が
入
っ
た
。
一
周
で

は
、
新
橋
支
部
・
新
橋
保
線

区
の
家
族
で
あ
る
一
六
歳
の

児
玉
選
手
が
ぶ
っ
ち
ぎ
り
の

一
位
と
な
り
、
大
宮
地
区
本

部
・
金
子
選
手
、
神
奈
川
地

区
本
部
の
鈴
木
選
手
と
続
い

た
。

【
結
果
】

Ａ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
長
谷
川
雄
次

小
田
原
保
線
管
理
セ

準
優
勝
吉
田
　
孝
志
　

東
神
奈
川
電
車
区

第
三
位
加
賀
耕
三
郎

東
一
両

Ｂ
ク
ラ
ス

優
　
勝
田
中
　
勝
次

東
神
奈
川
車
掌
区

準
優
勝
宮
　
　
典
昭
　

東
京
給
電
技
術
セ

Ｃ
ク
ラ
ス

優

勝
金
子
　
恒
典

浦
和
車
掌
区

準
優
勝
鈴
木
　
良
雄
　

横
浜
駅

第
三
位
関
根
　
賢
治
　

浦
和
車
掌
区

Ｄ
ク
ラ
ス

優

勝
児
玉

一
希

新
橋
保
線
区
家
族

準
優
勝
坂
本

和
彦
　

自
動
車
東
京
支
店

第
三
位
小
海
　
　
智

東
京
工
事
事
務
所

ど
ま
っ
た
原
告
三
名
が
ま
っ
た
く
救
済
さ
れ
な

い
ま
ま
二
〇
年
を
経
過
し
た
こ
と
は
理
不
尽
極

ま
り
な
い
も
の
で
あ
り
、
速
や
か
な
権
利
回
復
、

救
済
が
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

提
訴
後
は
一
四
時
か
ら
記
者
会
見
を
行
い
、

一
七
時
か
ら
は
鶴
見
で
地
域
労
組
を
含
む
四
〇

名
の
参
加
者
の
も
と
で
報
告
集
会
を
開
催
し
た
。

原
告
三
名
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
決
意
で
裁
判

を
闘
う
決
意

表
明
が
さ
れ
、

多
く
の
地
域

の
仲
間
か
ら

は
連
帯
と
激

励
の
声
が
寄

せ

ら

れ

た

。

集
会
最
後
に

参
加
者
全
体

の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
勝

利
へ
の
決
意

を
固
め
合
っ

た
。

一
二
月
一
八
日
一
三
時
、
国
労
本
部
は
三
名

の
原
告
（
平
石
吉
廣
氏
、
岡
英
男
氏
、
松
本
繁

崇
氏
）
・
弁
護
団
と
と
も
に
横
浜
地
裁
に
対
し

「
採
用
差
別
横
浜
人
活
事
件
」
の
提
訴
を
行
っ
た
。

横
浜
人
活
事
件
は
、
昭
和
六
一
年
当
時
、
横
浜

貨
車
区
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
国
労

組
合
員
に
よ
る
管
理
者
へ
の
暴
力
行
為
等
が
あ

っ
た
と
さ
れ
、
五
名
が
懲
戒
免
職
と
な
り
三
名

が
停
職
処
分
の
う
え
Ｊ
Ｒ
に
不
採
用
と
な
っ
た

事
件
で
あ
る
。

懲
戒
免
職
処
分
と
な
っ
た
五
名
が
逮
捕
拘
留

さ
れ
起
訴
さ
れ
た
刑
事
裁
判
で
は
、
九
三
年
五

月
全
員
無
罪
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
暴
力
行

一
月
二
八
〜
二
九
日

の
二
日
間
、
国
労
東
京

野
球
審
判
団
総
会
が
熱

海
い
で
ゆ
荘
に
て
開
催

さ
れ
た
。
総
会
は
中
園

事
務
長
の
司
会
進
行
で

進
め
ら
れ
、
坂
本
審
判

長
挨
拶
、
宮
�
地
本
教

宣
部
長
挨
拶
の
後
、
今

シ
ー
ズ
ン
か
ら
変
更
さ

れ
る
「
公
認
野
球
規
則
」

に
つ
い
て
の
説
明
、
大

会
特
別
規
則
の
変
更
に

つ
い
て
確
認
が
行
わ

れ
、
現
行
の
役
員
が
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

一
月
末
日
を
も
っ
て

退
職
さ
れ
る
八
田
井
さ

ん
に
、
審
判
団
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ

た
。

第２８回新春マラソン大会�

優
　
勝

古
内
　
　
剛
　

上
野
保
技
セ

準
優
勝
　
横
山
　
正
敏
　
東
京
幹
保
技
セ

第
三
位
　
伊
勢
　
昌
貴
　
東
京
工
事
事
務
所

【
囲
碁
Ａ
ク
ラ
ス
】

優
　
勝
　
飯
塚
　
頼
夫

松
戸
電
車
区

準
優
勝

茂
木
　

博

田
町
運
転
区

第
三
位

小
川

隆
　

松
戸
電
車
区

【
囲
碁
Ｂ
ク
ラ
ス
】

優
　
勝

羽
鳥
　

静

田
端
機
関
区

準
優
勝

杉
山
　

孝
　

新
幹
線
・
東
二

両
第
三
位

高
田

孝
幸
　

八
王
子
土
技
セ

地
本
主
催
第
一
一
回
囲

碁
・
将
棋
大
会
が
、
一
月

二
七
日
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
中
央
委
員
会
と

重
な
り
、
参
加
者
数
に
心

配
も
あ
っ
た
が
、
滞
り
な

く
開
催
さ
れ
た
。

今
年
も
、
囲
碁
・
村
松

七
段
と
将
棋
・
北
島
六
段

を
迎
え
て
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

来
年
以
降
の
開
催
に
向

け
、
益
々
の
参
加
者
数
増

加
を
期
待
す
る
。

結
果

【
将
棋
Ａ
ク
ラ
ス
】

優
　
勝

久
保
田
高
司

熱
海
運
輸
区

準
優
勝

高
山
　
裕
治

八
王
子
土
技
セ

第
三
位

野
沢
　
孝
一

新
幹
線
・
東
二

両

【
将
棋
Ｂ
ク
ラ
ス
】

記者会見

ク
ラ
ス
優
勝
の
児
玉
君

D


